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D 120　　　　　　　　　　　 人工 汚染布に関する研究（第1 報）

一各種人工汚染布 の洗浄 挙動－

ライ オン 家庭科学 研究所　 土屋千晶・森　 貞 光・ 田中丈三・奥村　 統

＜目的 ＞　 洗 剤や洗 濯機 の開 発に当た って は、天然汚れと類似した洗浄 挙動を示 す人工汚

染布 の開発が必 要であり 世界的 にも数多くの 報告がなさ れている。人工汚染布 はその意義

と限 界を十分に把 握して 使用すれば、洗剤 、洗 濯機、衣料の適切な取扱 い方 法をスクリ ー

ニング的に 研究する上 で有 効である。　し かし ながら天然汚垢布と類似し た洗 浄挙動をとり

し かも入手可 能な人工汚染 布が少ない ため に、実際の洗浄挙動を十分に 把握し きれていな

い研究報告 も見受けら れる。我々は、 たんぱく質汚れ成分として ゼラチ ンを配合し 、油性

汚 れや泥汚 れ成分を水 に分散して 調整 する湿式人工汚染布を開 発し 、こ の汚染布がTerg-

0-Tomet  er   条 件下で．J    I   S 衿垢布と広 範囲に相関し ていることを見出し たC  t  )。本報では

家庭用洗濯 機の評価も 含め、湿式人工 汚染布の実際の洗濯におけ る洗浄 挙動を明らかにす

ることを目 的として、 各種条件 下で 、Krefeld    、E   M  P  A 、油化 協の人工汚染布および 天

然衿垢布 の洗 浄力を測 定し た。　(1) 奥村ら、油化学,30    ,432（1981)

〈 方法 ＞洗 浄挙動 は、 洗濯実態調 査をもとに、水の硬度、 温度、浴比、洗浄時間。洗 剤濃

度等を変 化させ て測 定し た。洗 浄力 は、洗浄前後の汚染布 の。反射率測定からKubelka-

Munk の式 により算出し た。また 、洗 剤は酵素配合、無配合洗 剤を 使用し た。

＜結果 ＞湿式人工汚染 布は,    EMPAや油化協の人工汚染布に 比べ、日本の家庭洗濯条件 下で

ある6  0 °c 以 下 の中 低温で の硬度・ 温度依存性及び酵素 配合効果 において天然汚 垢布 とよ

り高い 相関性が認 めら れた。 また、家庭用洗濯機 の洗浄 挙動 を明らかにする上でも有 効で

あるこ とから。多 角的な スクリ ーニング試験に適し ていると考えら れる。
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